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ま え が き今今今今今令今今今 今ゆ今や今今今今今

７７％が森林で占められている本県は、古くから紀州木の国といわれ、木材生

産が活発に行われてきた地域で、森林資源の内容も人工林率は６０％と高く、蓄

積鉦も全国的にみて優位にあります。
しかし、近年林業及び木材業界は、かつてない程きびしい状況におかれ、林業

生産活動が停滞するなかで、県民の森林・林業に対する期待は、木材生産のみな

らず自然環境の保全形成を含めた公益的機能の高度発揮と、緑資源としての森林
の維持造成にまで広がってまいりました。

また、県土の６３％を占める山村地域は、従来から農林産物の供給、水資源の

かん養、県土の保全等の重要な機能や、すぐれた自然と文化を持ち、県民生活に

大きな潤いを与えています。このような山村の役割に対する県民の要請は一段と

高まってまいりましたが、地域をとりまく生活環境、就業の場等生活条件は依然

としてきびしい状態におかれています。

このように、森林・林業や山村地域に対する多様化する要請に応えていくため

には、現状を正確には握し、有効に施策を展開することが必要であります。

本書は、本県の林業と山村の現状を図表等によりわかりやすく集録したもので

すが、林業関係者はじめ、各方面の方々に広く活用していただき、本県林業及び
山村の発展の一助にしていただければ幸いと存じます。

哩》

ゴ

ー ｰ 昭和５８年５月

農 林 部 長 市 川 龍 雄
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和歌山県管内図（森林計画区配震図）
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１ 森 林
（１）林野面積…．．…県土の７

本県の林野面横（昭和５８年
で、県土面積の７７影を占めて
９５％で、国有林は５％にすぎ

形は森林

月現在）は363,45：

g_Eの晶搗民有方

土

正影

野）
市町村別林野率図

5条外森林閉9 h a
（注）土地面積は
５５年国勢調査
その他は林政課
業務資料
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'2）森林資源………人工林率61彫

民有林のうち人工林面積は、208,485haでその蓄椴は、釦,252,639㎡(１４５㎡/ha)と
なっており、全国的にみても優位にある。
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人エ林樹種別構成
４％（マツ）

１％（広葉樹）
1,289ha

8,582ha

スギ 51％（ヒノキ）

92,549ha 106,065ha
２０８４８５ha

人エ林齢級構成（面積）
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(注）昭和５８年４月林政課業務資料
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I31森林施業計画………増加する認定面穣
伐採や造林・保育等の森林施業を計画的に推進するため作成する森林施業計画の認定面祇

は、年々増加し、５６年度現在では、民有林（県有林を除く）の54％に当たる182,795ha
となっている。

〆認
カバ面

積19, o単
18,

０17,
〆

莚．『》 1６，
０

15,

０14.

13,
０

12,

o T 二 : 皿 二 二 … 皿 二 二 皿 二 二 ｍ ｍ 二
５６年度5３５２

年度別認定実績

5４ 5５

恩4,00
同

》 3，００ J 「 ” 認

2,00

1100

- ５ -



市町村別認定カバー率（56年度）
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２ 造 林 … … … 減 少 し た 造 林 面 積
戦後活発に行われた人正造林は昭和30年の12,167haをピークに減少を続け髄年には、

1,789haとなった｡樹種別にはヒノキが81%に当たる1,443haを占め、資金別にみると補助造林
が錦％に当たる1,031haとなっている。

造 林 面 積

ha
2 ,500「２，３７２ 2,373

ハ
乙，ＤＵＵ

’2,0001,500

1!OOO

５００

０

1,872

八 ．…･造林面積

．.…うち拡大造林
罰》

.．…うち再造林

皇 畠畠
5３ 5５ 5６5２ 5４

樹種別造林面積

％
100 ５その他

ス ギ
２ ５

Ｕ》
8０

60

ヒノキ
40

20

０
5６5５５ ２ ５ ３

(注）林業課業務資料
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資金別造林面禰

ha
2,500「

2,000

陣》
３４ha

1,500

1,000

500

１,０３１ha

０
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３ 林 道 … … … 急 が れ る 林 道 整 備
民有林林適の総延長は、弱年度末で746路線1,550kmとなった。そのうち自動車道は1,043

ｍで林道密度は3.04m/i'aと低い。

林道開設の推移（一般・総合整備・林構）
延 長 ( m ) 事 業 費 （ 億 円 ）

6 0 , 0 0 0 5 0 0 0 0 4 0 , 0 0 0 3 0 , 0 0 0 2 0 , 0 0 0 年 度 1 5 2 0 2 5 3 0 3 5

蕊
５２

５３

５４

５５

５６

函》

林道開設種類別実績（公団等含む） 管理主体別林道延長（自動車道）

公団 1,730m 自力160m その他２％ 県ｌ影

可》
森林組合
■ Ｇ ｄ ■ ６ ｡ 『 必 ● 旬 凸 ○ 一

昏 ■ ｡ ◆ ● 『 ● b ■ - ■
Ｑ ■ 『 ① Q ● 凸 ﾛ ● ■ ｡ 旬

■ U ① ● Ｕ ｅ ０ ■ ０ 昏 ■ ｡､ ｡ D ● ■ Ｆ ｅ ■ ｡ - b e ● 口

19影誰迩
"i;緋…職；:;:;;|::'::;I::::::::;:::"
12,944mi;:;;

蝋F度
罫
喧

Om

市町村村昭和弱年度:綱Ｆ

１

昭 昭和弱年度
総延長

1043,440m

年度
長
40m… 侭

5,065m ５４,４７１m 104101
3４3４

(雄）昭和56年度末林政課業務箇料
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市町村別林道密度図侶6年度末現在自動車道）

『陸》■ 白 白

感
瀧 Ｎｌｌ牛’’’十！

輔

灘
霧瀞 謹

粍･麺

岳●

ｏや

蟻朧詫噌･謎・◇認｡:ｆ・：

戦･秒:・

諺 ｅ ●①

､■■９

》
Ⅸ＄

凡 例 ( m / h a )民有林噌/鶏識
延

●

灘●｡：●■

も■
巳● ･ ● ｅ ● や ■ ｡ ■

．口許.凸.●.e,９．９夕｡｡

、

稲搾燕
皿
ｍ
『
皿

上
㈹
伽
卵
満

以
５
３
２
未

、
一
一
一
ｍ

叩
叩
卵
帥
卵

。

。

■

５

３

２

Ｌ

１

囲川三鰯ロ
鯵ダロ、、丑釦笹

(注）林政課業務資料
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４ 林 産 物 の 生 産
I11素材生産量………減少した素材生産量

素材生産冠は般低であった釦年（367千㎡）以降、わずかに増加傾向を示していたか、弱
年には再び減少した。また累材の用途別比率は製材用が84影で大半を占めている。

用途別素材生産最

600

460

霞411 413

当用屍河）
400 一チ､ソプ用５４千㎡

足場丸太用等９千㎡

200
製材用336千㎡

千
㎡

5 ５ ５ ６5 ２ ５ ３ ５ ４

樹種別素材生産量（56年） 所有形態別素材生産錆（56年）

県 有 林 1 % 市 町 村 有 林 1 %

国有林
ﾋ榊８ジ広殿句》 1７ ス

針針冨
錐
Ｊ
Ｊ
Ｉ
８

ギ 私有林私繊溌櫛
露 399千㎡399千㎡399千㎡399千㎡399千㎡千㎡399千㎡

４５％
９０％９０％９０％9０9０

８３％上上
ノノ

寿 30

(注)昭和57年12月木材舗給報告サ
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I2)しいたけ生産畳
山村製林家の貴重な所得源となっているしいたけ生産は、着実に増産されてきたが、弱年

度は、わずかに減少した。

ｔ
函酬函乾しいたけ

函函函生しいたけ

700

600

500 450
407392386400

349
＞

タグ300
ー

200
137134124122

100

０
5２ ５６年5３ 5４ 5５

(3)木炭生産量………根強い需要に維持される備長炭の生産
燃料革命により減少を続ける木炭生産も、本県特産の傭長炭の良さが見直され、根強い需

要にささえられて生産最は安定している。

園園
炭 炭
白 黒

2,306

ｔ
3,０００

2,448 2,3872,403 ｙ》2,310

2,000

1,000

200
1391321１６

０
5２ ５６年5３ 5４ 5５

林政課業務資料(注）
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'4）その他の特用林産物体産量
しいたけとともに山村農林家の所得源である特用林産物の生産品は、年li

不安定である。しかし、５４年以降、なめこ、ひらたけの生産冠は急増した。
年によって生産品が

く り

400
343

300

可》 200

髪参参〃 な め こ 222
1００

ひらたけ
200ｔ

5２５３５４５５５６年 1８７

173
わさび
８

６

４

1００
２

町》
ｔ

5２５３５４５５５６年
竹

０

０

０

０

０

ｔ

５

４

３

２

１

4０

3０

2０

5２５３５４５５５６年ｍ
千
束

５２５３５４５５５６年

(注）林政課業務資料
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５林業所得………減少した生産林業所得
木材生産が大半を占める生産林業所得は木材価格の低迷等による伐りびかえ等から大幅に減

少した。

百万円
22,000｢ 単位：百万円

20,615
20'OOO

18,297
18,000 18,801

Ｙゞ鍔嘩栽》
●炭木

の
16,93716,000 15,160

ｰ
14.000

14.346 木材生産13.835

12，000

10,000 10.620

5２ 5３ 5４ 5５ ５６

林業粗生産額（56年） 部門別生産林業所得（56年）

…林野副産物243 栽培きのこ６２０
轌生型Ｖ屏野副産物243

栽培きのこ
-

９０２ ｖ）

木材生産
18,440百万円18,440百万円18,440百万円18,440百万円18,440百万円百万円 15,754百万円15,754百万円15,754百万円15,754百万円百万円５４ｐｐ

1４14,-346１１ 34616,588１１ ｳｳｳ

(注）ノt産林業所得統計報告櫓
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６製材エ場…･…･･大型化傾向を示す製材工場
工場数及び従業員数は、小規模工場を中心に減少したが、総出力数は墹加し、ひきつづき大

型化の傾向にある。また、国産材専用工場は、全体の35影を占めているが、素材入荷魁は15影
にすぎず、外材専用、国産材、外材併用工場に比べて規模は小さい。

製材エ場数等（56年）

０ 2０ 4０ 6０ 80 100
7３ 1５２ 9８7７ 5１

■ ■ ■

鱸
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

蠅蝿:罰:：
■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■

工 場 数
(451工場） Ⅲ

皀
吻
踊
翻

7.5～22.5kw
可 1，２６６２１１９９７，８０１ 9,956 17,245 22.5～37.5M

､ - 出 力 数

(38,467kw) ３７．５～75M

７５～１５０畑

150kw以上

1,025 1,1212１６３０９ 1,205
■■■■■■■■■■■■■■■■■Ｉ
■■■■■■■■■■■■■■■■■Ｉ
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ Ｉ綱記日日:ｌ■■■■■■■
■■■■■■■
ロ■■■■■■■■■■■■■■■■■Ｉ

■■■■Ｉ
鵜鍵蕊従 業 員 数

(3,876人）

類型別製材工場数と入荷髄（56年）

０ 20 4０ 6０ 80 100

(国産材専用工場）（国産材・外材併用工場） (外材専用工場）

1771４９ 1２５

伽０》
工場数
(451)

33％ 28先 39％

C
Q

素
人
仏

(注）木材需給報告啓
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７ 木 材 需 要
I1)木材禰要･…．．…停滞する木材需要

木材需要丘は、５２年まで1,帥0千㎡台でほぼ横ばいの状態が銃いていたが、弱年以降減少し
た。弱年の木材供給は国産材22％（350千㎡）外材78％（1,270千㎡）となっており依然と
して外材比率が高い。

木材開給の推移（県）

1,8772,000

ヤ
ザ コ1,500

鬮鬮 蓮ヅ

国
l｡2703

外

材
1,000

500

３５０

5３ 5４ 5６ ５７
見込

5５

素材入荷量の内訳（56年）

他県材４％

了》綴
1,640千㎡ 材斡雑畷

淵
●
謎
。
謡
◇
７

外織欺韓撞
■

寺

も

色

色

Ｆ

■

Ｂ

■

ｂ

ｅ

■

、

凸

寸

守

Ｇ

守

Ｃ

ゆ

一

命

や

■

②

今

●

勺

。

甸

口

■

■

■

■

口

●

ロ

白

色

●

』

●

●

。

●

■

●

凸

①

む

ら

●

争

凸

。

□

。

□

Ｇ

●

今

■

■

Ｄ

Ｑ

Ｕ

甲

巳

守

Ｃ

旬

ロ

ロ

ロ

ニ

争

一

①

■

凸

。

ｑ

○

ゆ

●

■

Ｇ

ｅ

ｅ

■

一

。

■

毎

奇

巳

ｅ

-

ｂ

Ｐ

ｅ

ら

』

■

▽

毎

④

一

年

■

●

古

●

申

毎

Ｃ

Ｑ

●

ロ

■

■

凸

■

■

■

凸

●

○

一

●

■

■

Ｆ

■

。

寺

●

■

Ｐ

●

■

Ｄ

Ｐ

Ｇ

幸

ロ

●

由

■

一

●

甲

●

寺

Ｇ

ｃ

ｅ

ｐ

ｅ

ｐ

ｃ

■

の

●

一

色

や

宙

②

■

①

●

●

凸

●

口

凸

●

■

●

■

己

ｐ

●

■

Ｐ

■

■

Ｃ

ゆ

Ｐ

ｂ

●

■

の

由

寺

■

■

Ｃ

Ｇ

？

●

■

毎

句

◆

(注）木材禰給報告醤
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(2)住宅建設（全国）………低迷する住宅建設
依然として続く住宅蒲工戸数の減少は、木材禰要の減退、価椛の低迷を招き深刻な問題と

なってい詮種類別新設住宅戸数は、持家住宅が馳影を超え分誕住宅の減少傾向が見られる。

住宅蔚エ戸数

1,5

1,152 凸 、 ▲ ／ 一 壱 _ Ｌ Ｐ 函、-》
１,0

数重荷一

う８鰯５

Ⅱ■■■■■Ⅱ■■■■■■ Ⅱ■■■■■■一

5４ 5５ 5６ 5７5３

種類別新設住宅戸数（5拝）ｖ》 単位千戸
２３（２％）

315(27%)584(51%) 224（2晩）

分 譲 貸 家 給 与持 家

(注）木材滞給関係愉報サービス
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(3)木材価格………上昇率の少ない木材価格
５３年を基単とした般近５箇年間の木材価格は、前半２箇年は、上昇したが、弱、５７年に低

下し伸び率は低い。

製材用素材価格⑮3年＝100）
●０００９９

，
タ

タ
ヴ

●
●1⑩ Ｑ

も

指
数

ダ
ク

タ
●

"
ｐ

Ｄ
ｐ

グ
『
０

６
９
９

→

、

一

①

も００ｍ
ヒノキ中丸太
134(84,500円）

130

ｒ》
》

120

米ツガ丸太
114(25,900円）

110 ｽ蓮舞”
100

5６ 5７5３ 5４ 5５

木材製品卸売価格（53年=100)

140
指
数

０９いぜ、、

、
０
℃

９

、ハハ
ゥ

ヂ／
匂

Ｖγ
ﾛ

ｰ "
130

凸

、、

？■Ｆ伊毎ゆに
０
９
０

６

、

、／
〃

120
米ツガ正角

１1８(46,500円〉
.●

110
ヒノキ正角

108(108,300円）
●

ヰスギ正角
5７１００(51,800円）

100
5６5５５ ３ ５ ４

(注）木材需給関係梢報サービス
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８林業経営…･…．．著しく低下した林業収益率
育林労賃、伐出労賃単価の上昇は､４"3.5～3.7倍で､業材価格､山元立木価格の上昇率をは

るかに上回り、林業経営の収益率は着しく低下してきた。

伐出労賃単価指数３６６（8,763円）400旬←》 指
数

300
(7,737円）

,９００円）
200

(20,214円）100

4 ５ ４ ６ ４ ７ ４ ８ ４ ９ ５ ０ ５ １ ５ ２ ５ ３ ５ ４ ５ ５ ５ ６ 畔 ）

９》 (注〕林業統計要覧
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９ 林 業 就 業
(1)林業就業者数…･…･･減少を続ける林業就業者

５５年における林業就業者数は4,077人で､３５年に比して鯛影の大幅な減少を示している。
また、林業自営者と林業労働者の比（55年）は、３：７となっている。

閨鬮林業就業者数の推移

林
業
自
営
者

林
業
労
働
者

15,000
13,363

ア
ー

… ソ

10,000

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

6,882
5,956職蕊蕊-
臘騨拙轆

Ｉ

蝋
騨
蕊

5,000

■
■
■
■
■
■
■
■
■

蝋輔轆’

１

マ《》(注）国勢調査による。
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'2）林業就業栂造･…．．…高齢化する林業就業者
３５年には全体の半数以上を占めていた40才未満の林業就業者は、５５年にはわずか13％に減

少し、逆に如才以上が大半を占めるようになり、著しく尚齢化が進んでいる。また30才未満
は徹か４％にすぎず、後継者の確保が函要な課題となっている。

年齢階層別林業就業者数

2００ 4０ 6０ 8０ 100％

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

鵲目::::::鰔目目:胃弱:：
■ ■

３５年
(13,363人）

勺》 ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

器:::目目目::::懇器:::目盟::：
■ ■ ■

４０年
(6,882人）

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

目:器:器器:器:::蝿::::::冒蠅目:：
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

４５年
(5,956人）

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

剛::::::::::::蠅冒詔■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

５０年
(5,014人）

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

::::::蠅盟::::::盟闘:蠅盟:::目輔目:：
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

５５年
(4.077人）

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

:::::弾:::::酬目::蠅蠅:鵲:鵲
ロ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

農 業
(69,011人）

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■‘鞘::蠅蠅:蠅目目蠅：
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

全産雲
(499.416人）

▽） 農業・全産業は5奔

剛40-59才｢1'才以上ⅢⅢ29才以下彦舅30-39才

(注）国勢調査による。
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１０林家と林研グループ
I1)林家．．…････大半を占める雰細規模の林家

保有林5ha以下の林家が全体の田彫を占め、雰細な規模の林家が多い。また、山林の保有
目的は、規模が小さい林家ほど財産保持的な恵識が強い。

保有山林規模別林家数

蕊
一

一

…

４丁卜
R 4 %

戸
搦（

林家の意識

職普駕 入桝秘 林家の
主 な
収 入

-その他
４％

林業労働
４％ 訂《》6 蝿
〆雇用労
が主自家

零謬 自家労働‘
依存型

、２２％事ﾕﾍ停職
林業労働
の形態」屈用労働

依存型
一

“

54％

(注）森林施業等意向調査（和歌山県）
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(2 )林業研究グループ………活鑓する林研グループ

地域林業の中核的担い手である林研グループは現在44グループ(1,146人）あり、各方面
で活躍している。

300 2０

口
グ
ル
ー
プ
数

会

員

数

グ
ル

200

呵》 ； 1０

§100 ５
４

０ ０一

海

草

伊

都

有

田

那

賀
東 西
牟 牟
婁 典

０グループ数

日

高

2010

青 年 の 山 造 成

育 林 と 経 営
583ｒ）

７

４

詞も認
育 苗 と 育 林

高度集約林業経営

、ｸ ﾙ ｰ ﾌ数
廐調綱成員数

育林と特用林産物

し い た け 栽 培

400 500Ｏ 人 数 １ ０ ０ 200 300

(注）昭和５８年４月林政裸業務資料
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望まれる森林組合の育成強化１１森林組合
森林組合数は44組合で、組合員総数は22,804人(1組合平均507人）、出資金総額は339,

362千円（同7,541千円）となっている。また、作業班を有する組合は26組合で作業班員数は

1,587人である。

森林組合組織状況の推移

339

薑川霞
和 年 年 年
昭３５４５５６

300

漉一》250

200

１４１１４４

常勤役職員数
（人）

業就業者
4,077人）

150 1３１

8７100

5０

０
組合数 組合員数

（千人）
組合員所有面種払込済出資金

（ 千 h a ) ( 百 万 円 ）

全県に対する森林組合の占める比重（56年度）

邦》）(県）民有林面積
(343b732ha)

素 材 生 産
(399000㎡）

造 林 面 積
(1,789ha)

林
（

15組合
42,88耐

＼（1】彫）

(注）昭和56年度林政課業務資料
組合数は47年７月現在

-２４-



１２県土の保全……･･県林業関係予算の３割を占める治山事業

林地の崩壊を防止・復旧する治山事業や保安林改良生活斑境保全林の整備など治山関連事業
費は、林業関係一般会計予算の31％を占めている。

治山事業の推移嘩業費）

一 ４弐・》

5３ 5４ 5５ 5６ ５７

、昼》

-２５-



事業別内訳（57年度）

2０ 3０ 40 50％1０

に 一 一 一

担 旧 治 山

予 防 治 山 ３．９５５千円（１５発

＞
海岸防災林
造 成 ﾕＩ（１鰯

ｰ

保安林改良

生 活 環 境
保全林整備

地 す べ り
防 止

松くい虫被害
緊急対策治山

函要水源山地
整 簡 治 山 ） 耳》

llll，，'"《’”そ の 他

-２６-

…
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林地開発許可の実鎮（53～57年度５箇年間）

件数 ５ 10

廐調件数
彦舅面輸

農 用 地 16.48

６（３）
レジャー用地

(１８．５９）9２８１

宅地・別荘地一

、￥》 60.16(0)

０（４）１
土石の採取 2６．１２（0.7）

甕韓 ;18 ( 3 )
そ の 他

合 計 3６（12）

100ha面穣 50ha

画》
、

(注）昭和５７年度末林業課業務資料

件数の（）内数値は変更許可件数

-２７-



13森林の機能･…･･年額11,572億余円の公益的機能
森林は、木材生産のほか、県土の保全、水資源のかん饗及び生活畷塊の保全．形成等多面的

椴能を有し、県民生活に大きく貢献している。この森林のもつ公益的機能を計趾化すると年額
11,572億円の効用を県民にもたらしていると評価している。

森林の公益機能の評価
''･W粥円

＞
一

ら

3,931偉円
(302 ,962億円

霞議蔚謝蝋榊
浄 酸 機 保 機 水 機 野 機 士 機 土
素 性 砂 砂源化 供 健 鳥 流 崩給 か

機 。 休 獣 出 壊
ん大 保 防 防

能 気 能 養 能 養 能 謹 能 止 能 止

手４月林政課業務資料

…

総

額

(注）昭和５８年４月

保安林の種類別面積 (民有林)80,642ha

その他2,208ha
（３影）

注：保健1,478ha
風致1３1ha
ｌ～３号保安林と砿複
指定のためこの数字は
含まれていない。

尋》

(注）昭和５８年３月末林業課業務資料
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１４森林保護
松くい虫による被害は、県ド全域にまんえんしているため、被害立木駆除及び薬剤防除の徹

底を図っている。

ha
50,000 48,660 ,０００

一、》
45,746 4６，６５９

薬剤散布面穣

40,000

37,860

30,000

､X木駆除材柚 ,５００

20,000 2０．１９２
18,498

16_543 15,37314．813

10,000 11.317

』齢》
０ ５７年座5３ 5４ 5５ ５６

-２９-



１５鳥獣の保護
森林レクリエーションの一つである狩猟は、弱年度に9.386件の免状交付、7,541件の登録

証交付を行なっており、鳥獣捕痩数は、鳥類で１１8865羽、獣類で14,622頭となっている。
一方、適正な狩猟と鳥獣の保護管理を図るため、7,458haの休猟区と5,776haの銃猟禁止区域

を設定するとともに２１,９１７haの鳥獣保謹区を設けている。

免状交付件数

丙種３２１甲種20 1

登録証交付件数

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

＞
＝

凱Ｍ蕊蕊 ｰ

４

申

●

■

■

●
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９
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．
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〃

１６和歌山県林業の諸指標

一、

ー

一陣）

-３１-

区 分
土 地 面 積

侶駒畠1明１印

森林面積

(5罐末）

林 野 率

も6較末）

人工林率

(5碑度調

人工林面積
（民有林）

⑮ … ）

和 歌 山 県 ④ 千ha
４７２

千ha
３６３

％
７７

粥
６０

千ha
２０８

全 国 ⑧ ３７，７５３ ２５，２７９ ６８ ４３ 7，４９９

対全国比(:×100） l.3 1.4 2.8

本 県 の 順 位 ３０ ２６ ８ ９ 1４

区 分
人工林蓄積
(民有林）
(56年度末） (56輕末） (56輕末）

造林面積
(民有林）
(55年度）

素材生産罰

(56年）

和 歌 山 県 ③
千㎡

３０,６６９
nf/ha
14７

m/h８
３.０４

ha
1，７６９

千㎡
３９９

全 国 ⑧ ８８７，５４７ 1１８ 3．５３ １０４，８２８ ３１,３７０

対全国比 ×
③一⑧

く 100） 3.5 ー ■ ■ ■ ■ 1.7 1.3

本 県 の 順 位 ６ １３ ３８ ２６ ２７

区 分
乾しいたけ
生 産 屋

(56年）

白 炭
生 産 蛍
(56年）

くるちく
生 産 量
(56年）

谷わさび
生 産 鐙
(56年）

し ゅ ろ 皮
生 産 獄

(56年）

和 歌 山 県 ④ １５２．５
ｔ

2，３８７
ｔ 千束

5.1
ｔ

3.9
ｔ

1５．６

全 国 ⑧ １４，７３４．５ 7，４３６ ２７．４ 1，８９２．３ 1８．８

対全国比 ④一⑧
く xl００) l.0 ３２．１ １８．６ ８３.０

本 県 の 順 位 ２０ １ ３ １４ １



矛
…

1980年世界農林業センサス

昭和56年３月31日現在、林野庁「森林資源現況」

１

２

３

４

５

Ｊ往く

1982林業統計要覧

昭和56年木材需給報告害
昭和56年特用林産物冊給我

ｰ

４-抄

-３２-

区 分 索材需要風
(56年）

外材輸入率

(56年）

林 家 数

（19帥センサス）

林 業 専 業
労 働 者 数
(1函センサス）

林業生産
所 得
(56年）

和 歌 山 県 ③
千㎡

1,６４０
影

７７．７
戸

２８,５５０
人

3,144
百万円

1５１７５４

全 国 ⑧ ６７，３３８ ５５．２ 2,５３１,３００ １１０,２５９ ７１１,０９８

対全国比 ×
③一⑧
く 100） ２４ 一 1.1 ２９ ２２

本 県 の 順 位 １１
高い
方から１１ ４0 1１ 1９



１７森林資源並びに林産物牛産等の見通し
I 1 ) 和 歌 山 県
（ｱ）森林整備の目標（民有林）

-

、

…

(注）１現況は県業務資料による。

２昭和60年度までは国土利用計画和歌山県計画により、61～70年度までは林道開投に

伴う森林面積の減少を見込んで算出したものである。

３数値は地域森林計画対象森林である。

(ｲ）造林及び伐採の見通し
単位:ha，千㎡

像》

-３３-

現況（58年度） 目標(70年度）

人 工 林
面 積 ( h a )

材 積 ( 千 ㎡ ）

２０８，４８５

３０．２５３

２２８,１６２

4２，６０３

天 然 林
面 積 ( h a )

材 積 ( 千 ㎡ ）

１３０,５５６

１３．４１３

１０４,５９６

1２，３９７

そ の 他 面 積 ( h a ) 4．６９１ 2,７８０

計
面 俄 ( h a )

材 穣 ( 千 ㎡ ）

３４３，７３２

４３，６６６

３３５，５３８

５５,０００

人 工 林 率 （ ％ ） ６１ ６８

５５声６０ ６１～6５ 66～7０ 計

再 造 林 7,６００ １０.OOO 1３,７００ ３１,３００

拡 大 造 林 8b４00 7,９００ 6，９００ ２３，２００

天 然 更 新 9,９００ 9，０００ 1０．６００ ２９１５００

計 ２５,９００ ２６．９００ ３１,２００ ８４‘０００

主 伐 3，５４９ 4，４０９ 5，３９３ １３,３５１

間 伐 7０７ ８２６ ７５３ 2２８６

肘 4，２５６ 5，２３５ 6，１４６ １５，６３７



(ｳ）林産物生産の見通し

禿
一

…

(注）現況は県業務資料による。

(ｴ）林道、治山整備の目標

吾．

電 ”

(注)1現況は県業務資料による。

２治山副業は単年計画（57年度）

’

-３４-

現況（56年度） 65年度 70年度

紫 材 ( 千 ㎡ ） 3９９ ６２６ ７８８

生 し い た け ( t ) ４０７ ５４７ ６３５

乾 し い た け ( １ ) 1５３ ２３０ ３００

白 炭 ( t ) ２３８７ 2,３００ 2,３００

さ ん し よ ( t ) 57年４０.３ ８０ ８５

ひ つ

り た け ( t ) ２0９ ２３０ ２５０

現況（56年度） 65年度 70年度

林 道 延 長 ( m ) 1，５５０ 2,４４１ 3，３２１

林通密度 ( m / h a ) 3.０４ 7．１０ 9，６６

作 業 道 延 長 ( k m ) 1７０ ２１５ ２５０

治 山 整 備
(ha)

(千円）

３０５

3b０９０,２３４

３９０

3,８２２０００

４２０

4,４３０,０００

，
保 安 林 整 鋪 ( h a ) ７７，６５９ ８0４２０ ８０,９９０



( 2 ) 全 国
（ｱ）森林資源整備の目標

一、

､ …

(1)現況は、５１年４月１日現在の状態を示す（年間伐採冊は51年度）。

下段（）櫓は、５６年３月31日現在（年間伐採風は55年度）。

(2)目標とする森林資源の状態は、各年度の４月１日の状態を示す。
(3)目標とする森林資源の状態の面積は､､国土利用計画（全国計画）における昭ｷ[閲０

年の森林の目標面積を基準とし、６１年度以降について林道開設計画による森林面積
の減少を見込んで算定したものである。

(4)人工林欄の（）は内数で、現状は人工林であるが、自然的条件、社会的要請等

により特殊な施業を行うことにより針広混交林等一定の林型に誘導すべき森林であ

る。
(5)「森林資源に関する基本計画」並びに「亜要な林産物の需要及び供給に関する長

期Z)見通し」に加算（昭和55年５月）

(注）

八》

-３５-

区 分
指向する
森林資源
の 状 態

現 状
目 標 と す る 森 林 資 源 の 状 態

61年度 ７１ 8１ ９１ 1０１

面
強
（
万
胴
）

総 数

人 工 林

天 然 林

除 地

2４７０
(４９）

1，２３９

1,161

７0

2，５２６
(２．５２８）

(４９）
9４４
(９９０）

1,５１０
(１，４００）

７２
(１３９）

2，４８２

(４９）
1,１１４

1,２９８

７0

2，４７７

(４９）
１,２１９

1，１８８

７０

2，４７４

(４９）
１,２３５

1,１６９

７０

2，４７２

(４９）
1，２３７

1，１６５

７０

2，４７０

(４９）
1，２３９

1,１６１

７0

蕎
澗
（
百
万
㎡
）

総 数

人 工 林

天 然 林

除 地

3．３０８

(８４）
1,９４３

1,３６４

１

2，１８６
(２．４８４）

(４７》
7９８

(１.０５４》

１,３８７
(１.４２８)

１
(1)

2，５５８

(６５）
1,２３８

1，３１９

１

2，９２７

(８５）
1,６５９

1,２６７

１

3，２０４

(１０３)
1,９１４

１,２８９

１

3，３０８

(１１４)
1，９８４

1，３２３

１

3，３０８

(１２２)
1，９６２

1，３４５

１

人 工 林 率 ( 影 ） ５２ ３８ ４６ ５1 ５１ ５１ ５２

ha当たり蓄穣（㎡） 1３８ ８９ 1０６ １２２ 1３３ １３８ １３８

年間伐採趾(百万㎡） １１３ ４５
(４３） ５８ ７１ ８９ 1０３ 1１０



(ｲ）林産物需給の見通し

(単位：百万㎡）

秀
一

̅ ｼ

(1)（）は工場残材で外数である。
(2)「森林資源に関する基本計画」並びに「函要な林産物の需要及び供給に関する長

期の見通し」（昭稲5年５月）
(3)実鎮の下段（）内数値は、昭和56年実韻である。（木材需給報告書）

(注）

《、》

-３６-

区 分 昭¥鴎
実

年
鎮
１

６１年 ７１年 １０１年

需

要

製 材 用 材

パ ル プ 用 材

合板･繊維板･削片板用材

しいたけ原木・薪炭用材

そ の 他 用 材

計

５７．４
(４５９）

（５４）
２９６
（1.9〕
(２２）
１２８
(la6》

2.9
（-）

ｊ

７

３

Ｌ

Ｌ
く

（
１０
（６

,6）
､４
．７）

６２．６

(7.0）
３６．１
(3.0）
1４．９

3.6

1,2

(１０.０)
１１８４

６５．４

(7.5）
４４．９
(3.3）
１７．６

4.1

1.2

(１０．８）
1３32

供

給

国 内 供 給 趾

輸 入 凪

計

く

３

３く

７

Ｊ

６

２

４

■

ｂ

■

６６．２
(37.3）

(7.6）
１０４４
《６ａ７）

(10.0）
４６．２

７２．２

(１０.０)
１１８．４

(１０.８)
５７．７

７５５

(１０.８)
１３３．２

８７．９

輸 入 量 の 比 率 （ 影 ） ６３．４
(５５．２） ６１．０ ５６．７
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山村地域（振興山村）及び過疎地域図
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とワフ山村振興法該当区域
（29市町村）

過疎地域町村（16町村）
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１山村・過疎地域
(1)山村・過疎地域……･･･県土の65%を占める山村・過疎地域
山村地域及び過疎地域の県内にしめる地位

声，》
(注）５５年国凋、1980年農林業センサス、1975年農業センサス

{21人口動態……･･人口減少が著しい山村及び過疎地域
山村地域及び過疎地域と全県の人口

奄》

(注）１国勢調査による。Ａは減少を示す。

２５５年度過疎地域人口には新過疎町の古座町を含む。

-３８-

種 別 全 県 ( A ) 山村地域IB) IBla(A)% 過疎地域(C) (CI/(A)%

人 口（人） １,０８７,０１２ 83２２９ 7.7 7４１２４０ 6.8

面
祇

(ha)

総 土 地 面 糊

林 野 面 祇

耕 地 面 祇

4７２３１８

３６２，９６８

３６，８６７

２９６，５７８

２７２，６９３

5,７０１

６２．８

７５．１

1５.５

２４8９９７

２３０,３４９

3，４６８

５２．７

６３．５

9.4

地 域 別
実 数 （ 人 ）

昭和35年 4０ 4５ 5０ 5５

増 減 率 （ 影 ）

35～40 40～4５ 45～50 50～5５ 35～5５

全 県 1,m,191 1,吻即５ 1,"2,7" 1,WW2,118 1,画.012 2.5 1.5 2８ 1.4 8５

山村地域 132⑱１ 113,1妬 .",０１９ 釣 ‘ 唖 田 , ” A１４．２ ム１４．２ Ａ A６.６ AW.１

過疎地域 110.411 “211 沼,副５ 72 ,知 別 , ” ム１４７ Ａ１6.6 Ａ 2‘７ A".８



(3)山村の年齢階層別人口の動き（振興山村）．．……老齢化する山村の年齢櫛成

（％、人）

～

下）

岸》

-３９-

昭和40年 4５ 5０ 5５
40年を１００とした推移

4０ 4５ 5０ 5５

０
～

14才

実 数

栂成比

３３，２６３

２９

２４．２８２

２５

１８，８４１

２１

１４．９６２

１８
１００ ７３ ５７ ４５

1５
～

29才

実 数

柵成比

１９,２４７

1７

１５，１９４

１６

1４,７２０

１７

１３，６７８

１７
1０0 ７９ ７６ ７１

3０
～

44才

実 数

櫛成比

２3４２０

２1

1９，７６６

２０

１６,１８７

１８

1３，４５０

１６
１００ ８４ ６９ ５７

4５
～

64才

実 数

櫛成比

２４，９４８

２２

２４．１３７

２５

２５，２４７

２８

２５，９５３

３１
１００ ９７ 10１ 1０４

65才

以上

実 数

柵成比

1２,２５８

１１

１３，０３５

１４

１４,０７3
口

1６

1５,１８６

1８
１０0 １０６ １１５ １２４

計
実 数

柵成比

１１３,１３６

１00

９６．４１４

1００

８９，０６８

1０0

８３，２２９

1００
１０0 ８５ ７９ ７４



'4）産業別就業人口･…．．…第１次産業が最も多い山村の就業繊造

４０年
(50.719人）

(第２次産業）（第３次産業）(第１次産業）

47.1％(49擬人）山 20.6影 ３2.3彫

- 旬 ■ 凸 ■ ■ 早 ■ ら ･ - ■ - e 七 寺 ■ ■ ■ ら ･ 伊 一 一 e - ． ｡ ｡ △ ④ ｡ - . . . .

■ 申 ■ ｂ ｅ ａ ｅ ａ ｂ ■ ｅ Ｇ ■ Q ④ 4 ･ 宇 一 ･ ｅ - ① 酢 ① . . ､ - ． - 句 ， 寺 ． . .
七 ● ■ ■ 申 申 与 宇 ■ ・ - ■ ■ ･ ･ 凸 七 申 伊 凸 必 ■ - ■ ･ - 曲 ■ ④ . ｡ ロ ー e , . ． ｡

■ ■ ■ Ｃ ａ ■ 々 ｅ ■ ｅ ■ U 二 ４ 甲 ■ ･ 申 ･ ･ ■ 曲 ■ ④ 早 ． . ． . . - ． 申 6 . . . .

:":;:;:":"４１.２%:蕊§蕊:蕊:蕊:蕊
● 己 ら 酢 ④ ● ■ ■ ■ b ･ ■ ■ ａ ｡ e = ■ 甲 ■ ■ ･ 心 - ． - - ． T . ｡ . ． . ． . .

旬 ● ｡ ■ ■ Ｇ ｅ ｂ - ｅ ｅ ■ １ ｮ 伊 争 ■ ･ - ･ ■ ③ む け 申 ユ ー ー ー ー Ｐ ● 旬 ､ 守 .

■ ① ｡ ■ 申 ■ 申 ■ b 凸 一 ・ 一 e ･ 0 ■ ■ ﾕ 牛 や . - - e e ③ 守 . C や e - - ． ． ． .

Ｂ ｂ ■ ■ 曲 ■ ● ■ ● ｡ 。 ｡ □ ■ ｡ ● ① ▼ ■ ■ U ① ① 一 ・ 今 ■ 甲 昔 申 4 - - . . . . .

■ ● ■ ･ 今 ａ ■ 旬 ■ ｡ ■ ｡ ・ 早 ９ - ■ e ･ や e ・ 色 . . 早 - e - ． 句 ｃ 昏 . . . . .

５０年
(41,442人） 2 3 . 1 % = ３ ５ ７ %村 テプ壷

…

５５年
(40,669人）

40.4%36.7％ 22.9％

|；全

県

43.0%27.0% 30.0％

(第１次産業）（第２次産業） (第３次産業）

51.2％17.9% 30.9%

『》｛-《》16.1% 29.7影 54.2％

(注）５５年全県の就業人口は職種不明分を含まず。

-４０-



２山村地域の産業….……林業依存度の高い山村の産業
（１）山村林業の地位

(注）林業就案人口は55年国勢調査による。その他1970年農林藁センサスによる。
（面積は1980年農林業センサス）、

桁．》

(2)保有山林規模別林家数

ト-価》

(注）1970年農林業センサスによる。

-４１-

山 村 地 I X A 全 県 Ｂ A / B %

林 野 面 械 （ 加 ） 272,693 362,968 7５．１

森 林 蓄 禎 （ 千 ㎡ ） 2４，５４８ 31,129 7８．９

林粟就業人口（人） 3,251 ４，０７７ 7９．７

林 家 戸 数（戸） 10,604 3１，３９４ 3３，８

林 案 数

山村地域 構成比 その他の地域 柵成比 全 県 構成比

1１鴬
0.1～１他未澗 』

３．６２０
●
もｑ

3４．＃ 戸
11,600 55.7

＝

ﾉ』
1５．２２０

％
4８．５

％
2３．８

l ～ ５ 未 澗 4.340 4１．１ 6,856 32.9 1１．１９６ 35.7 3８．８

5～１０未澗 1,190 1１．３ 1,244 ６．０ ２，４３４ 7.7 4８．９

10～２０未満 810 ７．６ 652 ３．１ 1.462 4.7 5５．４

20～３０未澗 269 ２．５ 183 ０．９ 452 １．４ 5９．５

30～５0未澗 190 １.８ 124 ().６ 314 1.0 6０.５

50～100未満 9７ ０．９ 8１ ０．４ 178 ０．６ 5４．５

1００以上 ５１ ０．５ 8７ ０．４ 138 0.4 3７．０

計 １０,５６７ １0０ 20,827 1００ 31,394 1００



(3)人エ林面積の推移 (上段：４畔、下段：５奔）

ア

睡Jノ

(注)1980年農林業センサスによる。

(4)山村農業の生産性

イ↓》

(注）１．生産農業所僻統叶、農林業センサスによる。

２.土地生魔魅一驚響§
労働生塵性一篭鍔鰈・
（過疎町村の労働生産性は１６町村の単純平均）

-４２-

- -

区 分 森 林 面 額 人 工 林 面 楓 人 工 林 率

山

村

地

域

全 部 山 村 の 町 村

一部山村を含む市町村

小 計

154,717
154,626

161,926
159.885

316,643
314,511

86.645
104,620

77,358
94,948

164,003
199,568

5６
６８

4８
５９

5２
６３

そ の 他 の 地 域 50,554
48,480

19,913
19,021

3９
３９

県 叶 367,197
362,991

183,916
218.589

5０
６０

区 分
過 疎 町 村

4５ 5４

全 県

4５ 5４

農業粗生産額（百万円） 4,627 9,363 57,761 96,780

土 地 生 産 性 （ 千 円 ） 7５ 192 1１９ ２１９

労 働 生 産 性 （ 千 円 ） 300 439 417 827

動 力 耕 う ん 機 ．
農用トラクター所有（台） 5,251 (55）

6,304 36,272 (55）
38,179



(5)製造品目別工場数

、

や》

(6)山村観光客の推移
(千人）

座》

(注）県観光課調べ

-４３-

工 期 数

51年 52年 5 3 年 54年 55年 ５７年

衣 類 品 等

木 製 品

電 気 関 係

化学製品･加工品

そ の 他

４

９

４

４

０

６

２

１

９

６

９

８

９

５

２

４

０

６

０

９

６

１

１

１

6６

８

５

１
い
つ
■
■
凸

2７

6７

１１

６

６

3４

6２

１０

５

３1

】５

計 111 111 109 1１７ １２４ １２３

4０ 4５ 50 5５ 5６

高 野 山 1,130 1,055 1,196 1,241 1,192

龍 神 温 泉 2２ 4０ 4６ 469 353

本 宮 温 泉 郷 9９ 148 193 258 277

全 県 10,835 1７，３５９ 20,222 23,679 2４,１１０



３生活瓊境………整備が急がれる生活環境
（１）過疎町村の施鐙盤備状況

←〆

函ヅ

(注）県山村対策課調べ

ざゞ》

-４４-

区 分 ４５年 54年

道

路

道路（国・県・町村・農林道）

道 路 密 度

舗 装

4,636km

'9.39/hm

5,530km

22.21Tソ加

27 . 2％
(42.6％全県）

山村開発センター
コミュニティセンター｝ 等の整備 ２ ヶ所 1３ ヶ所

無 医 地 区 数 (46年）
４１地区

(53年）
３１地区

学
校
統
合

小 学 校 （ 分 校 も 含 む ）

中 学 校

1 4 0 校

6 0 校

1 0 1 校

４９校

山村集落
550集落
に対して

テレビ共聴施設整備集落

へき地集会所のある集落

飲料水施設のある集落

(55年）
８４％

(55年）
７７％

(55年）４５％



(２１農業集落における生活瓊境の状況

、

や

ー

(注)(1)19帥年農林業センサスによる。
(2)農業典落数は、和歌山市、海南市の市街化区域内典落を除く数字で、以ﾄの数字

もそれに対応する政字である。
（）農業典落敷は、全典落数字。

軽》

-４５-

農

業

集

落

数

農

家

』■

ﾉ'刀

数

市 町 村 道

通
っ
て
い
な
い
築
落
数

延
長
訓
合
５
割
以
下
集
落
数

幅
側
錨
、
以
上
の
通
路

舗
装
率
５
割
以
下
築
落
数

一般生摘道

通
っ
て
い
な
い
蕊
落
数

延
投
削
合
５
削
以
下
典
落
数

幅
貝
加
、
以
上
の
道
路

舗
装
率
５
訓
以
下
集
落
数

医
槻
施
投
ま
で
、
伽
以
上
の
典
落
数

水 通

水
道
が
な
い
醍
落
数

の

雛

落

数

将
及
割
合
５
削
以
下

し
尿
を
自
家
処
理
し
て
い
る
集
落
数

し

て

い

る

災

落

数

ご
み
（
可
燃
物
）
を
血
家
処
理

排
水
路
に
処
理
し
て
い
る
集
落
数

家
庭
雑
排
水
を
河
川
・
農
業
用

蝿
会
施
設
の
あ
る
巣
落
数

巣
落
・
市
町
村
管
理
の

実

数

全 県

山村地域

(1,MO)
1.534

492

57.769

11,982

別

4２

1,1$

3卯

267

171

130

4７

1,166

427

721

跡１

207

136

490

310

598

340

【ｆＪ
金、》口内“。

認１

353

236

1,M４

324

1,215

郡１

比
率
％

全 県

l1｣村地域

3.3

8.5

75.5

79.3

１７．４

34.8

8.5

9.6

76.0

86.8

47.0

73.4

13.5

27.6

31.9

63.0

39.0

69.1

30.4

67.3

23.0

48.0

69.4

65.9

79.2

77.4



'3）過疎地域16町村のＵターン者

族》

タ ー
っ

̅ ヅ

(注）県山村対策課調べ

-４６-

５０ ５１ ５２ ５３ ５４ 計 (内）
40才以上

町

村

町

村

村

村

町

村

町

町

町

町

町

町

村

町

路

川

み

川

川

塔

座

宮

山

野

里

園

水

津

山

神

辺

冠

さ

座

野

美

花

消

中

美

龍

中

大

日

す

古

古

熊

本

北

高

５

３

５

６

５

８

９

６

８

２

０

０

３

６

１

０

２

１

３

３

２

３

１

３

４

２

１

６

３

０

９

０

１

５

０

８

３

４

０

４

６

６

４

１

１

３

２

４

３

１

２

２

３

５

２

１

５

２

３

５

９

７

９

７

８

７

１

７

９

４

５

５

４

３

２

１

２

３

２

１

１

３

２

３

２

１

４

４

０

１

６

２

７

２

７

７

２

０

５

０

２

０

２

３

３

１

２

２

１

４

２

２

２

４

６

３

１

６

３

０

６

２

１

４

９

３

６

０

１

１

８

９

３

２

２

３

１

３

１

２

３

４

４

３

５

３

１

７

３

１３８

５４

１２２

１６７

５０

１５６

１０５

１４９

１３５

１６0

２４９

１３８

７５

２９８

１０

１５９

２

４

９

９

７

６

８

４

３

４

６

３

７

５

１

２

２

４

２

３

４

４

１

７

２

計 ４０７ ４０２ ４０３ ４６６ ４８７ 2，１６５ ３７０
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ナ）

我-》

一一
Ｉ

-４７-

区域面禎 林野率
林 野

而 械 材 積

国 有 林

面 頓 材 積

県 計

５４

５５
５６

５７

５８

472,"1
472 241

472 241

472 318

472 318

7７
7７

7７
7７

7７

3M,001
3例 2紺

3例 １７６
3閃 092

３
３

６
６

３
３

ｆ ｊ８
１

７
５

４
４

37,107,307

4１ 5鮒 617

4２ 6弱 776
4３ 873 021

4５ 7鴨 剛

19,5帥
１９ 567
1９ 370
1８ 6茄

1９ 0駒

1,862,797
1 863 4劇

１855 ”
１873 318
２010 410

海

草

和 歌 山 市
海 南 市
野 上 町
美 里 町
下 津 町

計

別
６
３
９
３
4３

567
１７６
8別
鴨７

9間
6W

3３
4６
6２
帥

別
4６

６717
２8訂

２4冊
７3間

7銘
釦.O鋪

769
312
2箆

7別

別
2.163

8釦
667
813
0別

3㈹
剛

4銘

4閲

別 761

別,761

那

賀

岩 出 町
打 田 町
粉 河 町
那 賀 町
武 志 川 町
桃 山 町

計

４
４
７
２
２
４
妬

281
5帥
785
9閥
2記
870
7Ｗ

秘

5２
5５
認
別

弱
4６

１5羽
２3鋤
４305
１1別
452

2.5腿

12,3W

l路

2〃
478
l脇
別

2館
1,261

9塊

472
932
l秘
212
7園

4釣

2妬
217

513

9,311
9,582

18,893

伊

都

檎 本 市
商 野 口 町
か つ ら ぎ 町
九 度 山 町
高 野 町
花 園 村

計
( 紀 の 川 計 ）

10
２
10
４
1３
４
4６
116

7髄
佃兇

414
6釦
側1
8別
2閥

657

6５
4８
5２
閲
蝿
9２
7３
5７

6.974
9㈹

5,427
３l的

1２ 9W
４4弱
認 9銘
6６ 3釦

865
1腿

611
銘４

1,812
531

4,3〃
7,752

1別
帥１
3詔
6弱

狐
5漣
7略
821

2,193

2,193
3,1m

371,ml

371,081
4]0,735

有

田

有 田 市
渇 浅 町
広 川 町
吉 備 町
金 屋 町

一 一 一 一 一 一

淵 水 町
計

３
２
６
３

Ⅱ一胸
4７

652
O開
544
643

”一知
3認

1８
4５
脚
31
的
一
鮒

7０

655
937

4,818
１l鰯
８
1７

l論
527

詔 216

7４
9５
375
111
7弱

2,285
3,701

8閲

701
421
l的
3訂
l訂

6弱

２

1,4$
1,4W

184

165,9M
1661148



Ｊ、

-８ウー

-1.f>.1$l'蠅鞘リリ〃ぜ(j?IIIIIII'*岬荊刺、(Il'lll'y"･IIMII#mI:11lilllll:;lll，1y=J_l.q)_("'#¥11(IIhl
孑､W1Ijlli》化1M坪(j7,#:/r-(J'f>_洲眺ｼ撫軋I!<,(ay(』う《I"!(JWii!1.;1*(』､"IIZZ(βマ軸IU噸、イ職,'()E

1-

Z９帥９舵』M0.１し1I･I116L兜ﾔ.ZIZ9､6１〃９if9･EOﾚﾑIG開６６0I9艶9,Ｇ6ﾚム1E
鮒舵９189９４Ｚm9'ZZ6レﾋﾚ8､Ｉ416@ZI腿Ｉ611'ZZ9０9１EZI611､ＺZ帥9１
■、
■。

ｊ〃
】191帥９ZIしmZ.f9舵664.＄』醜砿』船Ｉ８堕Ｇ船』蛤Ｉ８
吃OI腕Ｚ開鮒９脇６ZZ的Ｚ8１'１1I1ZZIＩ1SＩ鮪ＩⅡＩEZIＩ
9９館ZIZ艶ＩZEO!Z帥Ｚ伽Ｚ帥L'ZIZレ艶Ｅ818,しIZレ艶＄818.f
卜Ｉ』開９艶I的砿８6１座Ｉ６６1船兜６”ＺIOL鮪鰯６
Ｚ1１Z舵Iム開９G０９ＺGI的６鼬〃９館』９鼬９ﾚﾑ鴎９

㈹９908.Z
粉９Ｉ
81レ鼬
1膳I舵

zO9砿Ｉ

190胡Ｉ

Z型6ヤ
ﾚﾑＩ鮒＄
IIGZ艶

8IZEOI
9I8〃
86ヤ01『
１０６髄Ｉ
鮒０側Ｉ
艶Ｚ8６
189ICZ.I

901Z』
座９恥Ｉ

Z恥髄Ｉ
908髄Ｚ
101鰭９

Z99ZIfGI
脇８181E１

IOI８O６ZI
IIし鮒８ZI
IIC.ff９．ZI

醗料

I蛇‘随

"1.8
鮒９
IG1.Z
GI'0.1
iZ9.I

III

"E.2
IZ9,9
110･1
鮎Ｇ
別)1'

蛾;.Ｉ
"･I
Z90･1
1'1L.OI
(Xj9
G１"I'１
６1'ZＩ
(MIO

【
６

ZZG
Ｃ
口

船９舵Ｉ

鮎$IEI

的６認Ｉ

IOZ随Ｉ

Lし9.ifI

蝿哩

"8艶9､し
SIC髄６．Ｚ

帥Ｉ髄し
I能MI.I

II8鱒Ｚ

419Zｳレ

GI８ZZ
Z8#髄９
４0１Z8９
691991
』9８９
(職的
Z８１･81E
鼬』帥Ｉ

96Z81
9１１'帥６
(昭８O１
46f鹿９

師ＺE６
1６８Z８
”し６

侭９Z9Z砿

側＄鑓ム甑

㈹６的８呪

ll'１6ﾚ８蛇

999.6L9."

卿脚

6ﾚ０』Ｇ
6ﾚ６鹿

」G』Ｅ
鹿９８
肥０Ｚ
侭』､Ｅ

認９
69F･1'
艶0､９
C６P･I

9１'
鮒９

髄』.Ｚ

し1６

的Ｉ
１００.８
O』
邸'し.§

GL6
OI』
”
98レ帥Ｚ

的ム40Z

陀９帥Ｚ

Z9６"Z

919.NZ

畷型

塊＄Z髄'４
８８８Zg6.８
腕９IG9
蛇ＩI沖､Ｉ

91t1髄

秘９O19
98G認Ｉ
船９Z9８
81レNZ.I
型Ｇ的Ｚ

鮒Ｉ鰭
〈Ⅲ
Ｕ

Ｏ〃Ｐ
》

の瓦
》SOI
舵Ｅ“↑
糊８AIZ
16991I
舵0帥I･Ｚ

986Z８
随0tZZ
ＭムZZZ
醜ＩZIG
帥Ｉ計』

161999Eし

侭ＩIサ

'㈹0』』Oし

Z9９9IL6＄
冊6.随Z､兜

隅艸

認８Z９
鹿９IG
醜しし
杓』0１
Z91Ｅ
帥ﾚ‘９

鮒６
96L､９
側8'11
"9.Z

１９１･
1I1Ｉ
附Ｚ↑
ZLlＺ
髄ＺＩ
鮎9･61
69ム

釦Ｇ
ａＦＦ』

１０IＺ
ZE８Ｚ
6SZ９
ＺＩ:』
|ｲi“

■

色

■

炉

ゴ
ー
Ｉ
α
Ｌ
日

○
Ｔ
Ｆ
４
■
Ｆ

も

■

●

■

ｒ
乃
巴
の
も
甲

４８４$し$

的Ｉし陀

8IZし舵

的６．$流

卿凹
艸瀧ＸW1Y

Ｉ ▲
Ⅱ
Ｅ
、

↓

判誰竃牌善９1脚1鰯胸警９l§号
刺〃河



》》

対-》

-４９-

区域面積 林野率
林 野

面 積 材 禎

国 有 林

面 禎 材 積

［

ロ

志

、

御 坊 市
由 良 町
日 商 町
_ 美 浜 町
川 辺 町
中 津 村
美 山 村
印 南 町
南 部 町
南 部 川 村
施 神 村

計

4,362
３057
４640
Ｉ銘１
７612
８7帖
1６ 855
11 377
２6別

９492
2５ 4認

9５ 4別

郡
5７
鮎
4７
加
9１
9４
7２
4８
7４
開

釦

1,676
1,731
3,0帥
師

5,3銘
７879
1５ 9冊
８161
１姉
７ 044
2４ 102
7６ 778

116,8"
１６３ 975
2閲 441

開 679
491 8別
8路 7砧

11674 482
8m 318
l鴫 6岨
6閲 271

3,3鮎 341
8.575 5鮒

鮎

1９
1.233
477

7０
1,4m

3,375

2.385

1,142
135.025
75.755

3,240
183,876
401,4"

西

牟

盤

田 辺 市
白 浜 町
上 富 田 町
中 辺 路 町
( 窟 田 川 計 ）
大 塔 村
日 通 川 町
す さ み 町
串 本 町
( 日 概 川 計 ）

計

1３
６
５
2１
4７
2１
1３
1７
９
6１
l的

7路

5弱
5路
316
125
837
612
3閃
１４０
952
0万

5７
6７
7０
蛇
7６
鮎

籾
例
7９
91
弱

７
４
３
1９
3５
別

1２
1６
７
5６
9２

844
372
噸
877
976
9閃

l 鴨
2閃

2帖
541
517

813
4釣

446
2,437
４l鮎
３548
２270
２436
993

9,248
1３ 445

3別
l銘

4弱
401
4別
l別

O釣
515
946
664
0銘

糾

5７
1,5"

1,7"
l , "

５
1,162

2,451
4,171

1,1m

４O儲
l開 834
174 O的
8３ 962

3糾
94,597

178.923
352 992

東

牟

鱒

新 宮 市
熊 野 川 町
本 腐 町
北 山 村
( 熊 野 川 計 ）
那 智 勝 浦 町
太 地 町
古 醗 町
古 座 川 町
( 古 座 川 計 ）

計

８側２
1７ 655
卯 439
４7鋤

印 8麗
1８ 4劃

581
4,5部
酌,376
52,967
1冊.7蛇

腿

弧
9２
9７
9２
師
㈹
8２
別

帥
9１

６5弱
(l6.648)１６．６２１
181897
４592
６
６

４
４

ｆ

灘〕
１６ O釘

351
3,757
27.7錨
47,911

１師郵●●４
４

９
９
１

１031
２031
２448
622

6,134
1,857

訂
382

3,818
6,0妬

12,2n

347
410
652
921
3釦
552
433
644
581
210
卸

8鮒
979

3,5別
411

5,8鮒
郷

876
1,081
6.893

l燭 劇０

釦 033
3脚 肥４

鰯 912
5侭 6閲
銘 5別

開,893
115,443
679,112



、函》ｋ

噺

も…ノ

-５０-

△ 計【」
-

面 槻

民 有 林
５ 条 対 象 森 林

l{6761116,8621101676111.6561116,１８６１５８１９"1791

天 然 林
面 械

-０

1,5KIII()7.0071

- 一 一 -

その他|人｣：
|ｷ梓

可訓一１

5条対象外藤林

材 槙 面棚 材椴 ﾙト
面 禎 材 禎

人 工 林
面 欄 材 俄 材 徽

11731 163 975 1８ 746 1,713 163 2鱒 240 閉 540 1,'144 l洲 6鮒 2９ 1,1
2,9斜 2脚 0弱 2.984 264 056 467 5１ 355 2.3別 212 701 l認 1６
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１５ 103 ２341 918 1５ 103 ２341 918 10 479 １蹄７ 8別 ４5刷 4別 0別 駒 的
７2冊 993 946 ７206 993 946 ３592 622 5詔 ３541 371 418 7３ 別

5４ O" 9,0m 741 別 0帥 9,069 741 坊 3剥 7,145 6帖 1７ 3路 1,924 135 431 師

腿 別６ 13.092 1帖 274 16,934 錦 072 13.075 172 5７ 7銘 9,8刀 0羽 釣 5認 3,248 149 795 髄

５6㈹ 9閃 7W Ｐ、〉 6㈹ 905 707 ４帥７ 787 7記 １0側 117 975 5３ 8１
５
５

１

１

１ １９
２

６

４
６
６ 1,981 377 [15１５

１９

２

６

４

６

６ 1,981 377 ９4脇 1.425 518 ６037 555 8弱 [14.l)
1１７ 6１

1５ 377 2,084 5鮒 1５ 377 2,081 5縄 10 7帆 1.5髄 598 ４548 517 9乃 125 7０
４181 599 ㈹９ ４18! 599 0０９ ２914 4別 剛 １178 144 323 的 7０
０

０

４

４

ｔ １函却 5,570 661 ０
０

４
４

ｔ 887〕
８６０ 5.570 661 〃 713 4,234 5劃 1２ 7鰯 1,336 l訂 剛 開

1５ 859 l ! 8 " ㈹２ 1５ 859 1,8 " 帥２ ８帥７ 1,231 861 ６841 597 141 211 弱
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２樹種別面積

ロ

″

咳》

薄》

エ人 林
ス ギ ヒノキ マ ツ 広葉樹 計

／ 天 然 林
マ ツ その他

針鍵樹
その他
広鱗柵 I汁

針軸i l 広紫紺Ｉ

県 計 92.549 106.鮪５ 8,582 １．魂９ 208,485 12.989 1,227 １１６．３４０ 130,556 221,412 117,629

海

草

和歌山市
海 南 市
野 上 町
美 里 町
下 津 町

緋

8７
別８

464

3.355
2８

4.182

4７
368
491

2,036
2７

2.969

銘９

2７
l l
4２

1４
開３

8３
6７
７

1２
１

171

帥６

710
973

5,判５

7０
8,㈹４

2.248
415
141
5８
２

2.864

一

３074
１635
１108
Ｉ銘５

648
7.850

５322
２050
Ｉ249
１443
650

10.714

２971
１058
１107
５491

7１
10.698

３157
1702
Ｉ115
１397
649

8,020

那

賀

岩 出 町
打 田 町
粉 河 町
那 賀 町
賞志川町
Wb１１１町

叶

6９
341

1,127

319
３

644
2,511

5０
357

1.436
340

４
743

2.930

3２
196
196
2４

3４
7７
559

９
1２
3９
２

５
2９
9６

160
914

2,798
閲５

4６
l!493
6‘０９６

348
401
別６

115

釦６

449
2,225

714
別６

789
293
9２

562
3,296

1.閃２

1,M７

1.395
408
398

1.011
5,521

499
1.釦３

3.365
798
別７

1,913
8,225

723
858
828
295
9７

591
3,392

伊

都

楠 本 市
研野１１町
かつらぎ町
九座山町
荊 野 町
花 間 村

計
(紀の川計）

1,765

153
1,835
914

3,658
2,部６

11.131
17.824

1.848
166

1,742
954

4,486
759

9,955
15.854

528
8７

122
171

375
161

1.444
2,閲６

218
116

31
3９

４
１l
419
閃５

4.359
522

3.730
２078

８523
３737
2２ 949
3７ 似９

1.０６１
９１

21 ２
1９５
8２１
６

2,386
7.475

０
115

１１５
115

1.289
320

1,312
848

1,258
578

5､㈹５

16,751

2.350
411

1,524
1,043
2,194
584

8,106
24.311

5,202
497

3,911
２234
９455
３732
2５ 031
4３ 954

1,507
436

1.343
開７

1,262

認９

6,024
17,436

有

田

有１１１市
湯 浅 町
広 川 町
吉 師 町
金 屋 町
消 水 町

針

1
4７

5】５
5９

1,646
9,464
ll.732

0

7７

1,375
7４

1.818
3.180
6.524

1２

0

7閲

9９
釦２

132
1,333

０
３

2８
3３
2７
１４１

鰯２

1３

】2７

2.706
265

3,793
１２,９１７
19,821

324
329
322

426
628
212

2.241
3４
3４

299
472

1,710
421

3,574
２363
８839

623
帥１

2,032

847
4,鋤２

２側９

1l 1１４

337
453

3.㈹０

658

4.39‘１
13.022
21.864

釣９

475
1.738

454
3,閲１

２釦４

９071

日

商

御 坊 市
由 良 町
[ 1 商 町
美 祇 町
川 辺 町
中 泳 村

９
51
100

471

2,036

2６
186
１８７

1,275

2,918

1８

147

8７
7８

358

５

３
3３

０
6２

2３

5８
240
467

8７
1,886

51335

239
5６
１６８
9８
164
4７ ２

１郷４

I 認８

２216
412

3.223

2.435

１認３

Ｉ444
２羽４

510
3.387
2.484

292
293
602
185

1,988
5,361

１349
１391

２ 249
412

3,285

2,458



人 工 林 然 林天
計葉蝿↑ 広葉齢Ｉ１

０

６

０

１

その仙
針 篭 捌

そ の 他
広 蕊 紺広葉樹ス ギ ヒノキ 計 計マ ツ マ ツ

美 山 村 1５5.147 2.973 11 8,284 4８ １７９ 6.063 6.羽０ 8.別０ 6.074
印 南 町日 860 2.252 ２ 3.122 3】２ ０ 4.227 4,539 3.432 蝿一艸一岬一秘
南 部 町 5９ １３２ l２ 203 15 1.026{） 1.04】 218

南 部 川 村 1.㈹１ 4０2.554 ５ ３，６００
-

１５､64１
2４ 白 3.277 3,釦２ 3.620

施 神 村耐 9.464 5-卯５ 233 3９ 396 356 5,779 6.531 16.354

肘 19.198 18.408 1.134 183 38.923 1.567 538 31､390 33.495 40.845 31.573
田 辺 市 恥３592 １.”５ ５ 2.705 528 4.31314.841 3.228 4.318

、『） 白 浜 町 187訓４ 1,194 2２ 1.747 369 2.m７ 2.376 2.094 2,029
西 上 富 田 町 593 2,000 184 ２ 2.779 102 90] 1,IX)４ 2,880 903

中 辺 路 町 4.862 8,923 374 l４ 14173 11() 4９ 3,834 3.”３ 14,318 3.848

(富田川計） 6,391 14022 948 4３ 1,109 5０ １１.０５５ 22.52021404 12,214 11,098
大 塔 村式言一『一 5.3175.460 8.431 193 ７ 14091 7６ ６９ 5.462 14.229 5,324
日 置 川 町 1.卯３ 5.880 374 １５ 5８ 3.6688.172 3２ 3.758 8.247 3.683
す さ み 町 2.銘３ 7.714 326 5６ 10479 4６ 】 4.517 4.564 10.470 4.573
串 本 町弊 1.034 2.444 1０１ 1３ 3,592 1２ 3,529 3.541 3.591 3.542

(日置川計） 10.780 24.469 994 ９１ 36.334 192 102 １７０３] 17,325 36.537 17,122

洲 17.171 38,491 !､942 134 57.738 l､301 152 28.086 29.539 59,057 28,220
新 宮 市 2.754 １６５４ 199 ０ 4.㈹７ 2４ １ 975 1.NO 4,632 975

熊 野 川 町 5.598 3.779 110 9.488 80 363 5,594 6.037’ 9.兜０ 5.弱５

本 宮 町東 4.139 6.363 200 ２ 10.704 3８ ３ 4.和７ 4.548 １０.別３ 4.509

北 山 村 1.620 1,280 l】 ３ 2,914 4５ 1.132 2,957１ １１７８ 1.135

(熊野川鮴） 1４，１１１ 13,076 520 ６ 27713 187 368 12.208 12.763 28.262 12,214

那智勝減町牟 6‘7864.197 4.362 224 2４ 8‘807 3５ 20 6.別】 8.838 6.810

羊〉 太 地 町 6６ 6６ 132 ８ 206 140214 206

古 座 町 479 卯９ 1５ 1,403 2‘343 2.343 1.403 2.弧３

古 座 川 町鯉 728 25116,899 175 9.731 9.卯６ 17,0497.770 8.376 9.756

(古座川針） 12,512 13.712 967 4９ 27.241 218 2０ 19.066 19.304 27,429 1９.１１５

肘 Ｆ Ｐ
靭囹 ｲ0５ 31,274 32.燗７ 55.69231.32926.623126,788 1,487 54954 388

-５２-



３山村地域賑興山村）現況一覧表
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市町村名 地 域 名 総 面 禎
A(ha)

林野面積
B ( I n )

林野率
B / A

総人口
c(人）

人口密唖
C/A 指定年庇

田 辺 市
秋 津 川
長 野

2,523
2,204

・2.275

1,738
9０
７９

1.041

1,316
０．４１
０．６０

4４
４４

新 富 市 M i I H 5.610 ５，２２２ 9３ 606 ０1１ 4６

美 里 町

真 国
細 野
国 吉
長谷毛原

1,331
646

1,587
2,839

１,１０５
６３１

1,315
2,496

8３
９８
８３
８８

596
182
647

1,119

０

０

０

０

4５

２８
４１

３９

4３

４３
４３

４３

野 上 町 志 賀 野 870 551 6３ 706 0 8１ 4５

桃 山 町 細 野 941 874 9３ 245 ０2６ 4６

粉 河 町 鞆 淵 3,061 ２，６３１ 8６ １，窒８ ０４１ 4６

高 野 町
商 野
富 貴

０

３

１ 220
381

９

３

867

096

９７
９２

5,843
1,393

０

０

5７
４1

4４

４４

花Ｉ剥村 花 １ 判 ４824 ４457 9２ 801 ０1７ 4１

金 峻 町
石 垣
岩 倉

４

１

167
592

３

１

404
250

8２
７９

2,077

832

０

０

5０

５２

4２
４２

消 水 町

八 幡
, 炎 締

五
岩 倉

1１
２

３

１

076
737
317
139

9,714
2,477

3,253

995

8８
９１
９８
８７

3,601
835
543
682

０

０

０

０

3３
３１
１６
６０

4３
４３
４３
４３

川 辺 町
蘇
生

早
丹

１

３

950
743

1,616
1,815

8３
７５

1,077
2,729

０

０

5５

７３

4７
４７

中 津 村
船 着
川 中

４

３

800

906

４

３

286

580

8９

９２

１

１

631

098

０

０

3４

２８

4１

４１

美 山 村
川 上
寒 川

７

８

912
943

７

８

611

238

9６
９２

2,285
919

０

０

2９
１０

4０
４０

龍 神 村

龍 神
上 山 路
中 山 路
下 山 路

1２
６

１

４

416

991
878

173

1２
６

１

３

161
624
557
785

８

５

３

１

９

９

８

９

1,071
1,688
１,１３９
1,455

０

０

０

０

０９
２４

６１

３５

３

３

３

３

４

４

４

-

４

南部川村
構 川
- ４ -

１冊』 城

２

３

843

539

２

２

505
948

8８
８３

880

1,564

０

０

3１
４４

4４

４４

印 南 町 真 妻 ３848 ３534 9２ 1,267 ０3３ 4５

白 浜 町
東 盆 田
北 寓 Ⅲ

２

１

604

683

２
１
185
341

8４
８０

２．５１２
1,501

０

０

9６
８９

4５
４５
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(注)1980年世界農林業センサス（面積）、55年国勢調査（人口）による。
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市町村名 地 域 名 総ｌＨｉ欄
A ( h a )

林野面徽
B (地）

林野串
B / A

総 人 １ I
C(人）

人li密腹
C / A 術定年度

中辺路町
栗 栖 川
二 川
近 野

７．２５８

7.797
6.261

6,451

7,369

5,795

8９
９５
９３

2,521
1,031
1.082

０．３５
０．１３

０.１７

４３
4１３

４３

大 塔 村

■
■
■
■
１
９
■
■
■
。
■
■
■
■
■
■
■
■

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

鮎
窩
三

２

８

０
１

886
724

227

２

８

９

598
579

７８８

9０
９８

９６

1,799
918
795

０

０

０

6２

１１
０８

4２
４２

４２
上浦田町 生 １944 １700 8７ 1,578 ０81 4５

日紐川町
灘
添

三
川

ｎ
Ｊ
【
Ｉ

876
()6７

（
ぺ
り
〆
ｈ
ｖ

368
693

8７

９５

1.254

923

０

０

3２

１３

４

４

４

４

すさみ町

兇
河
本
蹄

参
都

間
大
佐
三

５

５

３

１

407

238
621

110

４

５

３

１

850

002

491
105

９０

９６
９６

９９

４.７６１

353
494

169

０

０

０

０

8８

０７

１４

1５

4４

４４

４４

４４

串 本 町 和 深 ３617 ３252 90 2.036 ０5６ 4６

那牌職郁１
川
Ⅲ

色
太

今
』
刈
俎

547

564

７

４

204

180

9６

９２

736
1,929

０

０

1０
４２

4３

４３

古 座 町 田 原 ワー 899 ２463 8５ １，４０３ ０4８ ‘1２

古座川町

池０，
幸 ◆ -

１，J

明 神
二 尾 川
七 川
小 川

３

３

３

０

７

１

867

599
939

847
124

３

３

３

０

６

１

834
207
695
175
828

9９

８９
９４

９４
９６

1,888
786
661

１，３７９

316

０

０

０

０
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名 称 代表者名 所 在 地 電話番号

和歌山県林蕊公社

和歌山県森林組合連合会

和歌山県材木協同組合連合会

和歌山県山村振興協巌会

全国過疎地域対篭促
進連盟和歌山県支部

和歌山県林道協会

和歌山県治山防災協会

和歌山県緑化推進会

和歌山県木炭協会

和歌山県備長炭技術保存会

和歌山県山林種苗協同組合

和歌山県公団造林協会

和歌山県林業研究グループ
連 絡 協 湛 会

和歌山県林菜技徽蒔及協会

和歌山県林材撮興協殿会

和歌山県社団法人猟友会

林蕊労働災害防止
協会馴歌山県支部

和歌山県林蕊経営協臘会

紀 州 林 業 恩 話 会

紀 州 林 業 魁 話 会
滞 年 部

仮 谷 志 良

平 野 利 一

欄 本 長 平

小馬珊俊彦

仮 谷 志 良

松 本 光 昌

徳 寓 製 孝

仮 谷 志 良

日下善右衛門

〃

山 中 一 晃

平 野 利 一

真 砂 典 明

平 野 利 一

仮 谷 志 良

築野秀太郎

榎 本 長 平

市 川 腿 雄

阪 井 幹 生

榎 本 長 治

〒 ６ ４ ０ 県 建 設
和歌山市湊通り丁北１丁目１-８会館内
〒６４０
和歌山市湊通り丁南４丁目14番地
〒６４０
和歌山市西浜1660
〒 ６ ４ ０ 県 庁 内 町 村
和歌山市小松原通りl- l会事務局

〃 〃 〃

〃 県 庁 林 政 課 内

妙 県庁林業課内

ゆ 〃

〒 ６ ４ ６ 西 牟 婁 県 駆 務 所
田辺市朝日ヵ丘23-１林業指導課内

ケ ク

〒６４０
和歌山市小松原通り１-１県庁林業課内
〒６４０
和歌山市湊通り丁南４丁目１４林業会館内
〒６４０
和歌山市小松原通り１-１県庁林政探内

〒６４０

ゆ ゆ

〃 〃

和歌山市友田町３丁目14番地

〒６４０
和歌山市湊通り丁南４丁目１４林粟会館内
〒６４０
和歌山市小松原通り１-１県庁林政課内
〒 ６ ４ ６ 典 砂 久 哉
田辺市新庄町2019真砂商店内
〒６４４
御坊市御坊 8５野村義夫

０７３４
２６-０５０５
０７３４
２４-４３５１

０７３４
４６-０５９２

０７３４
３２-４１１１

０７３９

〃

〃

〃

〃

２２-］２００

〃

０７３４
３２-４１１１

０７３４
２４-４３５１
０７３４
３２-４１１１

″

ゆ

０７３４
３１-４２９０
０７３４
３６-３５１７
０７３４
３２-４１１１

０７３９
２２-１６０９

0７３８２
２･００１３
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